
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

製品、サービス、情報、建物、設備等に対するアクセスのしやすさ、つまり、

利用しやすさ、近づきやすさ、使いやすさ、分かりやすさなどを表す言葉です。 

「アクセシビリティ」って何？ 

現代社会はさまざまな製品、サービス、情報に溢れています。しかし、障がいの

有無、年齢、性別、人種などの違いによってアクセスのしやすさが異なります。

アクセシビリティを向上させることで多くの人の社会参加が実現できます。 

なぜ今、アクセシビリティなの？ 

講座の構成は… 

Step１意識 【導入編】1 時間程度 

Step２知識 【基礎編】全 6 章 各章 1 時間程度 

「アクセシビリティ」に関連する基礎概念やアクセシビリティニーズ、アクセ

シビリティの推進に必要な知識、実践的な知識をバランスよく学べます。 

 

さらに… 

【導入編】と【基礎編】の受講により、アクセシビリティリーダー2 級認定試験

の受験資格が得られます。アクセシビリティリーダーとは、個人や社会、環境や

状況の多様性をよく理解し、様々な文脈においてアクセシビリティの推進により

可能性を開拓できる人材です。 

お申し込みは、Google フォーム（右の QR コード）から 

あるいは、障がい学生支援室へご連絡ください。 

【障がい学生支援室】✉support＠ml.nagasaki-u.ac.jp 

         📞０９５－８１９－２００６ 

 

オンライン・アクセシビリティ講座 2020開講中！！ 

～あなたもアクセシビリティリーダー資格取得に挑戦しよう～ 

裏面へ続く 

 

受 講 無 料 
学生・教職員対象！ 

 



 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アクセシビリティ講座受講メリット 

アクセシビリティはいろいろな切り口から「多様性」に焦点を当てますので、視野が広がり、

人間性が深まります。それぞれの人の目に映る世界や感じ取る感覚の違いを知ることで、 

それまでとは異なる視点を身につけることができ、意識改革につながります。 

障がいのある人や社会的マイノリティなど、さまざまな立場の人に寄り添うことは、その人た

ちが持つ能力や可能性を引き出す力になります。さらに、それらの行動を通じて共生社会を実

感することが、よりよい社会変革を推し進めるための原動力になります。 

製品やサービスを開発・提供するうえでの「利用しやすさ」や情報を発信する際の「伝わりや

すさ」は、現代のビジネスでは大きな付加価値を生みます。このようにアクセシビリティに理

解を深めることは、一歩進んだキャリアの実現を後押ししてくれます。 

その 1．意識改革 

その２．社会貢献 

その３．キャリアの充実 

～この講座の主催者「アクセシビリティリーダー育成協議会」について～ 

講座開講や資格認定に加え、企業や協力団体の協力も得ながらキャンプやインターンシップ

などの活動を実施し、アクセシビリティリーダーの育成に力を入れています。 

 

【受講方法】 

・希望者にはオンライン講座にアクセスするための ID と PW が発行されます。 

・空き時間にテキストにアクセス。どのページからでも学習でき、制限時間はありません。 

・それぞれの章に確認テストがありますが、確認テストは何度でも受けられます。 

【アクセシビリティリーダー資格試験の予定】 

・オンライン方式（自宅受験）で実施 

・受験申込：10 月 19 日（月）～10 月 30 日（金） 

・本試験（自宅）：12 月 5 日（土）・6 日（日）・12 日（土）・13 日（日）のうちの 1 日 

予備日 12 月 19 日（土） 

受講の具体的な流れ 

 


